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は じ め に  

19世紀後半のアメリカにおいては1860年代にペスタロッチ主義，1890年代にはヘルパルト主  

義が紹介され，特に初等教育においてその教授方法レベルで強い影響力をもったとされている。  

このような舶来の教授理論の輸入の背景にあって，アメリカの初等教育における実際の「授業」  

を規定していた教授方法や授業形態について言及した先行研究は皆無に等しい。  

19世紀後半のアメリカの公立の初等学校を実際に支配していた教授方法は「レシテーション  

（recitation）」であった。レシテーションとは，原義は「復言両」であり，テキストを主たる教材とし  

た教師・生徒の問答や「艶鵡返し」が基本スタイルであり，「レシテーションの時間」として独立し  

た「校時」でもあった。本稿では，このレシテーションの概念の変容過程がアメリカ・ヘルパルト主  

義受容期までの教育実践史の核心、的性格を示している，との仮説をもち，教授方法としての「レ  

シテーション」が一般的な授業形態にまで昇華し固定化していく事実を示したい。「レシテーショ  

ン」の改良過程においては，いずれも異口同音に「注入やドリルの克服」を謳いながらも，それ  

白身が「注入やドリル」に帰していると批判をうけるという反復的な構造をもっている。そこで，  

「モニトリアル・システム（monitorialsystem）」に端を発した一斉教授システムの中で，この問  

題意識および批判がどのように述べられ，どのように解決しようと模索されていたかという観点  

から，レシテーションの普及・定着過程を単なる理論史ではない実践史として示していきたい。   

本稿においては，まず教授方法としてのレシテーションの基本的性格をのべ，次いでその起源  

となった，1820年代の「モニトリアル・システム」を概観する。そして，1840年代から全米に教  

授方法の面で多大な影響力をもっていたとされるペpジ（Page，D．P．）をとりあげる。そこでは  

レシテーションの枠組みは放棄しなかったが，教師をテキストという無機的なものから解放さ  

せ，自律性をもたせることを目指す方向を示すという風に，レシテーションの中味が変容してい  

く面を取り出す。次いで，オスウィーゴ運動をとりあげ，子どものもつ活動性に注目することに  

より，テキストからは完全に離れていく方向を示し，最後にレシテーションが単なる教授方法概  
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念から「授業」そのものをさす概念へと一般化していったことを示す。  

119世紀後半におけるレシテーションの性格と普及  

時代は1895年とやや下るが，典型的なレシテーションの実践例として興味深い「授業記録  

（stenographicreport）」が報告されているので取り上げたい。  

表1歴史科の授業記録（1895年）1  

今日の授業は何から始めるのかな？  

地代反対運動です。  

J君，これについて教えてくれないか？  

「地主制度」のもとで生活している人たちの不満から始ま  

教師  

生徒  

教師  

生徒  

りました。彼らは地代を払うのを拒否しました。違法な拒  

否でした。彼らはインディアンに変装することを考え，地  
代を払った連中にタールを縫ったり羽根だらけにしたりし  
て汚しました。この叛乱は軍隊によって鎮圧されました。  

教師：M君，モルモン教徒について教えてくれるかな？   

対象学年が不明であり，授業研究の方法や技術も整備されていない時代でもあるので，この授  

業記録がそのまま事実を伝えている記録か否かは判断できない。しかし，新しい教授方法や授業  

形態を提示しようとする「新教育」を標模する論者たちが異口同音に批判する典型的な，教師・  

生徒のやりとり（レシテーション）に重なる実践であるので，ある程度，当時の実践を伝えるも  

のであるとみてよいだろう2。同時代に初等教育を受けたC．マクマリーの娘ドロシー（Dorothy）  

も後に「記憶中心法（memoritermethod）」を紹介する文脈でこの授業記録を引いていること3か  

らも，子どもはおそらくテキストに書いてあったこと，あるいは教わったことをそのまま復調し  

ていることが予想される。後述するモニトリアル・システムでは，テキストに書いてある説明や  

例題を教師あるいはモニターがそれに忠実に示し，それを子どもが繰り返すという，テキスト準  

拠のドリル形式がとられていたことを考えると，時代が下っても類似した実践がなお行われてい  

たことがわかるだろう。   

では，19世紀後半を通じてなされたレシテーションを成り立たせる原理とは何であったのか。  

セア（Thayer，Ⅴ．T．）は以下の3点を「レシテーション法によって当然とみなされた教育的原理」  

としてあげている4。   

1．テキストが学習の中心である。  

2．子どもの精神はワックス・タブレット（waxtablet）である。  

3．学校は個人主義的かっ選抜的な機構である。   

テキストが，レシテーションの中心に置かれるようになった過程は，教師の質の低さの自覚，  

教育内容の一貿性を主張する傾向，「レシテーション＝授業」という使用法の普及，これらの過程  

と一致している。19世紀後半は，都市部にせよ，田舎にせよ，人口が飛躍的に増加した時代で  

あった。その人口増加にともない，学校数も著しく増加し，教師の需要も高まった。それに対し  

て教師教育の立ち遅れがあるところに加えて，教職に対する意識の低さから，テキスト中心の授  
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業形態はむしろ好都合であった。教職につく若者は，よりよい職につけるまでの通過点程度にし  

か考えておらず，テキスト以上のことを知ろうという意識もなく5，ましてや，教授方法の改良な  

どとは考えていないという実状であった。ゆえに，彼らの無知を隠すためにテキストが準備され  

る必要があった6というのである。先述の表1でも明らかなように，教師は子どもがテキストどお  

りに暗記したことを復涌する場に立ちあい，自らはテキストを開いてその正否を確かめるだけで  

よかったことが推察できる。   

もちろん，行政官たちは，教師の質の低さをある程度自覚していたが，テキストに忠実に授業  

を行うことで教育内容の一定の連続性や規則性が保証されるという主張をする7ことでテキスト  

中心の授業形態を支持した。   

モニトリアル・システム以来，子どもの精神は受動的なものであるという子ども観があり，あ  

らゆる知識は外界から印象的な形で子どもの中に入ってくるものという知識観がそれに対応して  

いた8。子どもの精神は，知ったことを次々に書き込むことができるものであるととらえられてい  

たのである。   

3っ目の原理である個人主義的機構としての学校に関しては，セアによれば，「個人主義」の意  

味がイギリス的な「レッセ・フエール」による個人主義ではなく，アメリカ固有の個人主義であ  

るという。アメリカ固有の個人主義とは，生活様式そのものであって，個人の興味を伸ばしたり  

あるいは制御するのに，ためらわず公的政府機関を利用するような態度であるという9。   

セアの挙げた，レシテーションにより広まった3つの教育の原理のうち前2者は，学校の教室  

における授業形態を決定付ける性格を持っものであった。テキストを中心にすることば，その背  

景的根拠がいかなるものであれ，レシテーションを教師にとっても容易なものにする一方で，教  

育内容に関する議論も用意することになった。   

以上が，セアによって性格付けはなされたが，複数の新教育のムーヴメントがあったにもかか  

わらず，19世紀後半に脈々と併存し続け，一般的に行われていたレシテーションの「型」である。  

このモニトリアル・システムを引き継ぐ「型」が，ペスタロッチ主義にしても，ヘルパルト主義  

にしても，さらには進歩主義にしても，実践上の克服対象として描かれたのである。  

2 モニトリアル・システム  

周知のとおり，アメリカの公教育制度は，1840年代，マサチューセッツ州を中心としたマン  

（Mann，H．1796r1859）らの公立学校設立運動に端を発し，1870年代にハリスらの整備により確  

立した。このように，制度そのものは19世紀後半になって拡充してきたのであるが，だからと  

いって教育実践がその間，あるいはそれ以前になかったかといえばそうではない。公教育という  

形はとらなくても「クラス」による一斉教授システムは1820年代からみられ，それにみあった教  

授方法論もさまざまに考案されていた。逆にいえば，豊かな教育実践の存在が公教育の成立と拡  

充を可能にしたのである。   

レシテーションの起源から1920年代までの普及を考察したセアは，アメリカの教育実践にお  

いて，「もし，教授方法の進化を十分に理解したければ，ジョセフ・ランカスター（Lancaster，J．  

1778－1838）や彼の同僚の助教たちの創造的な仕事を細かく研究すべきである10」と述べており，  
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学校教育における一斉教授の思想と歴史を叙述したハミルトンは，「『一斉』方式を個別教授より  

も社会的に意義のあるものとして出現させるのに力があったイデオロギー」の重要な一側面とし  

てベル（Bell，A．1753－1832）やランカスターのモニトリアル・システムをあげる11。   

本項では，レシテーションの実質的な起源にあたるモニトリアル・システムの概要とその問題  

点とをセアやハミルトンを援用しつつ述べ，レシテーションに対してどのような影響力を持った  

のかを明らかにしたい。   

後のテーラー・システムがアメリカの教育実践にそのレトリック上も実質上も多大な影響を与  

えたのと同様に，産業革命後，18世紀後半から19世紀初頭にかけてイギリスの綿紡績工場のシ  

ステム化（一連の流れ作業と管理運営）がモニトリアル・システムを生み出す着想の源となっ  

た12。ベルは孤児院の子どもたちの教育に従事し，「宗教と道徳」の諸原理を注入する目的を効果  

的になすために「すべてのクラスに1人の教師と1人のアシスタント」を組織した。これに影響  

をうけ，後にアメリカにわたりモニトリアル・システムを伝えたのがランカスターである。   

子どもたちは10人前後の小集団に組織され，年長の生徒であるモニターがそれぞれの小集団  

の監督にあたった。その行動様式たるや，軍隊のそれであったとセアは述べている13。そこでは，  

クラスの組織や管理だけでなく，教科内容に関してもこと細かく規定されていた。   

ジル（Gill，J．）によると，たとえば算数の授業の運びは次のようであった。  

進歩の基本は表に示された知識を完全にするところにあった。どんな新しい原理であって  

もその例はまずは手短かつ簡明なものであり，学習者の力量でもって良く複雑なものにして  

いった。それぞれのクラスはモニターが持っているテキストに書かれた決まった数の例題に  

取り組んだ。流暢にまたすばやくできるようになるまで何度も何度も取り組むものもいた。  

新しい原理を教える際には，モニターが例題を書き，やってみせて，それを生徒たちが後に  

っいて石板（slates）に写していった。そしてその後石板は消され，黒板に例題が書かれると  

今度は子どもたちひとりひとりがそれに取り組んだ。やり方がわかるまでこの方法が続けら  

れた14。   

旧来，個別的に施されていた教授が，教室の整備，黒板や石板といった教貝の普及というハー  

ド面と，工場原理に基づく管理システムの発想により，おどろくほど効果的・効率的に「注入」  

がなされたのである。この「速効」に当時の父兄は驚き，何か「悪いマジック（evilmagic）」を  

モニターや教師が施しているのでないかという声まで出るほどであったことが報告されてい  

る15。   

また，授業はあまりに機械化され，規律あるパフォーマンスや事実の記憶だけが学習するとい  

うことであるという風潮がうまれ，能力心理学に基づく形式陶冶と結びついていく傾向もみせ  

た。しかし，教室のなかでは，1人の教師およびモニターに対し複数の子どもがその指示に従い  

同時的に学習するという形式は，セアも述べているように16，レシテーションの構造上のガイド  

ラインにもなっている。  

3 ページの教授方法の普及と影響  

次の表2に挙げている実践事例は，オールバニー（Albany，NY）のニューヨーク州立師範学校  
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の校長であったページが「正しい教授方法（rightmodesofteaching）」として示した教師の発間  

と子どもの応答の例である。彼の著作は19世紀後半，すなわち，公教育が確立していく過程で，  

一斉教授システムに馴染みやすいものであり，また非常にハウツー的に具体的方略を述べている  

ので，教授方法に関するロングセラー本として全米の教師に影響を与えた17。   

ページは，次のように述べて，モニトリアル・システムを乗り越えるものとして，自らの唱え  

る教授方法を位置付けている。  

同時一斉に行うレシテーション（simultaneousrecitation）を信用しすぎてはいけない。  

このレシテーションは最近大はやりである。ここ数年の間に創られ，ランカスター・スクー  

ルとして知られる大規模学校に端を発している。…このレシテーションの方法をわれわれの  

地域の学校に適用してみると，…まったく役に立たず，場違いなものである。私は，まじめ  

に言って，この方法はわれわれの学校の多くには重大な失敗であると見ている。それは，ひ  

とりひとりの個性を追いやっているので，子どもの自立性を潰している。…他人まかせに学  

習すると，授業が表面的なものになってしまう18。   

以下に示す表は，教師と生徒の想定問答として考案されているものであって，実践記録という  

形で示されたものではないので対象学年や単元名などは述べられていない。  

表2 教授事例19（図表化は藤本）  

教師  檎の木には種がありますか。寒い冬が去り，三月の終わりから四月のはじめぐらい，暖かい晴れ  

た白を思い出してごらん。烏たちが姿をあらわし，さえずり始める。そして檎の木を見上げる  
と，そのつぼみが膨らみ始めているのに気づき，葉がそろそろ出てくるだろうと思うでしょう。  

だれもが；もう春がくるねっていいますよね。けれども，このあと，寒いこごえるような夜や風  
のきっい日が再びやってきて，葉っぱもそんなに早くは出てこないんじゃないかって気がします  

よね。では，もし，君たちが注意深く観察すれば，葉っぱは三月の二十日ごろ，あるいは六月の  
上旬まで出てこないことがわかるのだろうか。先生がいままで話したようなことを何か見たこと  

がありますか。   

生徒たち  はい，先生，覚えています。   

教師  じゃあ，次につぼみが膨らみ始めているのを見かけたら，枝振りのいい木から小枝を折り取っセ  
ごらん，そうすれば，それらが葉芽ではないことがわかるでしょう。しかし，2－3週間，注意  
深くそれらを見ていると，一つ一つのつぼみから小さな美しい，そして色づきかすかに香りのす  
る花がでてくるのがわかるでしょう。さらに観察しつづけると，果皮がつくられ，アメリカぼう  
ふうのような形になってきます。これらは，日に日におおきくなり，徐々に頭を垂れて，まるで  
熱してきたかのように見えます。ちょうど，このころ葉が出てくるのです。まもなく，これらの  
種は風が強い日にみな落下します。地面は何千もの種で覆われます。おそらく見たことがあるで  

しょう？   

生徒（J）  はい，先生。おじいちゃんが「エルム・ダスト」と呼んでます。   

教師  おそらく来年はこれを見れるでしょう。そしたらお父さんお母さんに，いっしょに調べてくれる  
ようにお願い 

生徒の発言は極めて少なく，「イエス・ノー」か単語・用語を応えるばかりである。もちろん，  

ページも「子どもたちの心を強く活動的な状態にする。彼らは自分たちのことをもはや受身的な  

受容者ではないと思っている20」と述べているように，やはり，そのレシテーションにおいて，活  

動性や子どもの積極的な授業への参加の必要性を認め，さらにいえばそれを目指している。では，  

このように注入主義的な教授方法・授業形態を一方で批判しつつも，彼の実践の指南書そのもの  

が，なぜ批判の対象として取り上げられるにいたったのかを検討することにする。  
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まず，あきらかなことば，まだ1847年の段階であるからレシテーションが文字通り「復涌」と  

捉えられており，教師の発問および説明に偏した問答形式をとっているということである。ペー  

ジは，レシテーションという教授方法の枠内での教師の役割（ときには心がけ）を述べているの  

である。「教師の質を考える際に，学校におけるレシテーションへの（子どもの）興味を駆り立て  

る力が見過ごされてはならない（下線部は原文ではイタリック体）21」と述べていることからもわ  

かるように，レシテーションという枠組みを前提としっっ，その中でいかに子どもが興味を持て  

るような授業を展開するかということが重要になっている。そのことに注意して上の表を眺めて  

みると，教師の説明および発問が，子どもの日常になるべくねぎそうとしたものであることがわ  

かるだろう。クルークシャンク（Cruikshank，K．A．）によれば，ページにおいて教育とは，単な  

る導きではなく技術的に高められた発問により子どもの心を目覚めさせる（waking up of the  

mind）ことでもあった22。彼女の指摘からも明らかなように，ページのレシテー ションでは，子  

どもの精神陶冶をめざすその目的は，教師の発問や説明にすべて委ねられるというシステムに  

なっている。先述したように，モニトリアル・システムを改良する方向性が，子どもの能動的・  

積極的思考を目に見える，例えば「活動」としてレシテーションに組み込むのではなく，子ども  

の内的な部分でそれを「促す」教師の力量の向上にのみ向けられたのである。   

再度，表2に示した事例を見てみると，「教師の話を聞く」子どもの思考の内部でなるべく滞り  

なく了解される「順序」で教師が説明していることがわかるだろう。つまり，教師が子どもの考  

えるであろう，あるいは考えやすい道筋を予め想定し，子どもの思考をゆっくり導く形で説明や  

発問を行うことが，子どもひとりひとりの受身的ではないレシテーションへの参加を可能にする  

と考えられていたことがうかがえるのである。表面には現れてこない思考の上での参加を「受身  

的」ではないとしてモニトリアル・システムからの進歩であるという，事実上，教師主導のレシ  

テーションを固めたページへの批判は，当然，彼の子ども観が，気鋭のJL、理学や子ども研究の出  

現によりいかに観念レベルにとどまっていたかが明らかになるにつれ，高まっていくことになっ  

たのである。   

ページの教授方法を「子ども不在の技術主義」とレッテルを貼るのは困難なことではないが，  

モニトリアル・システムが前史にある以上，「子ども中心」の授業への改良方向はそこからは無理  

であったろう。教師の力量向上とそれにともなう公教育の発展という選択肢が唯一であったの  

だ。そしてその過程で，19世紀後半の教師と子どもとのレシテーションにおける関係を決定付け  

たのは間違いないだろう。  

4 オスウィーゴ運動における授業  

ペスタロッチ主義が最初にアメリカに伝わったのは，1808年，イギリスのニーフ（Neef，J．）に  

よる『教育計画の概要（Sゐefc／‡（げαPJα乃扉E血cαわ0乃）』であった23が，公教育が成立してから一  

斉教授システムのなかに入り込むのは，1860年代であった。シェルドンは，19世紀半ばの授業を  

特徴付けていた詰め込みのドリル形式にかわる別の教授方法を模索していた。彼は，ペスタロッ  

チ主義に基づいて体系化されていた「ロンドン本国および植民地訓練学校（LondonHomeand  

ColonialTrainingSchool）」にオールタナティヴを見出し，1859年に早速，小学校に新コースを  
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導入するが，教師の力量不足を痛感するにいたり，1861年オスウィーゴに小学校の教員訓練学校  

を開いた。これが，オスウィーゴ運動の始まりである。   

デアポーン（Dearborn，N．H．）は，旧来のコース・オブ・スタディと新しいオスウィーゴの求  

めるそれとの違いとして以下の4点をあげている24。   

①道徳的教授（moralinstruction）を重視したこと。   

②読み・綴り・算数（いわゆる3R’s）から形・色・重さ・動物・植物・人体・場所・数のレッ  

スンに変更したこと。   

③教授には「段階（steps）」があるととらえたこと。   

④教育過程においては，知識の獲得から観察力や探究精神の刺激や発達を重視するようシフト  

したこと。   

また，貝体的な教授の原理としては，「1．感覚から始めよ。2．子どもが自力で発見できるこ  

とは教えてはいけない。3．活動が子どもの原理である。…9．まず観念を発達させて，ついで  

言責をあたえよ。言語を養え。10．単純なものから複雑なものへと進めよ。つまり，既知から未  

知へ，特殊から一般へ，貝体から抽象へ。…」と，シェルドンによる有名な11項目が挙げられて  

いる25。   

では，実際にオスウィーゴ運動の一環で実践された授業はいかなるものであったのかをみてい  

きたい。   

子どもの直観や感覚を重視するペスタロッチ主義はテキスト中心のレシテーションは放棄す  

表3 メイヨ（Mayo，E．）の実践「一枚の木の皮（APIECEOFBARK）26」  

教師  これは何ですか。木の皮ですね。みんなこれを見なさい。どこで木の皮を見つけることができま  
すか。木の表面ですね。木のどの部分に見られますか。よく見てみなさい。（教師はまだ木の皮  

が残っている木の幹一片を教室に持ち込む。）外側にありますね。「木の皮は木の幹の外側の部分  

です。」いっしょに繰り返して（repeat）。   

子ども  「木の皮は木の幹の外側の部分です。」   

教師  この木の皮を見なさい。何がわかりますか。茶色ですね。「木の皮は茶色です。」はい，繰り返し  
て。   

子ども  「木の皮は茶色です。」   
教師  もう一度見てください。ガラスのようですか。いいえ，透けては見えませんね。ガラスと比べて  

ごらん。光ってませんね。何の光もないときは輝いていない（dull）っていいます。木の皮はど  

うですか。それは輝いてません。「木の皮は輝いていません。」繰り返して。   

子ども  「木の皮は輝いていません。」   

教師  教室で輝いていないものを先生に教えてね。じゃあ，木の皮を触ってみなさい。ざらざらしてま  
すね。さらに？乾いてますね。では見てください。（教師は繊維を裂く。）紐や髪の毛みたいです  

ね。これらの紐や髪の毛は繊維と呼ばれています。木の皮は繊維質だ（fibrous）といいます。  

「木の皮は繊維質です。」繰り返して。   

子ども  「木の皮は繊維質です。」   

ここに，麻の繊維がいくつかあります。亜麻の繊維もいくつかあります。これらは，私たちの衣  

服の材料を提供してくれます。もう一度，木の皮を触ってみたらもっとなにかわかると思います  
よ。そうそう，固いですね。じゃあ，今まで言ったことをもう一度全部繰り返してごらん。   

子ども  木の皮は木の幹を外側で覆っているものです。それは茶色です。透けて見ることはできません。  

それはぎらざらしていて，輝いていなくて，乾いていて，固くて，そして繊維質です。   教師  植物の中には非常に繊維質の茎をもつものがあって，次のような点で私たちに役立っています。  
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る。この表からも明らかなように，実際に「木の皮」を示し，触らせ感じさせている。まず，感  

覚があってから，たとえば，「繊維質だ」という言葉が与えられている。レシテーションを支える  

基本的要件である「テキスト」が用いられず，ページのように想像力に頼るのでもない，非常に  

直接的な形式で子どもの興味が喚起されることが目指されているのである。   

しかしながら，その直観や感覚を重視する提示の仕方とは裏腹に，レシテーションを教師と子  

どものやりとりに注目して見てみると，いわゆる「復涌」がなされているのに気づくのである。  

ページの実践では「問答」が成立しているが，ここでは，文字通り「復涌・繰り返し」が行われ  

ている。観念・感覚があって後に，「言葉を与える」という原理を忠実に実践すると，このように  

モニトリアル・システムそのままに，教師の説明のオウム返しが展開されることになるのであ  

る。批判あるいは克服の対象として「注入やドリル形式」で行われるモニトリアル・システム的  

なレシテーションを捉えていたにもかかわらず，自らが，そのレシテーションを実践してしまう  

という構造が，そもそもの「教授原理」の中に存在していたのである。また，子どもの精神はい  

くら「活動的」であると原理においても，それが，実践に移されるとまさにセアの言う如く「ワッ  

クス・タブレット」のように「受動的」に転じてしまっている。   

デアポーンはオスウィーゴ運動を総括して次のように述べている。  

極めて簡潔であり，いっでも応用できる状態にあり，そして自然な環境における子どもの  

自然な発達を強調したために，事物教授のオスウィーゴ・プランは，教授方法の進歩におい  

て，また国家レベルでの初等教育の進歩において，極めて刺激的な運動として位置づいてい  

る27。   

彼は，このようにオスウィーゴ運動を評価するが，彼の言う「簡潔さ」や「応用可能性」が逆  

に旧来のレシテーションを強化することにもなったのである。オスウィーゴで訓練を受けた教師  

の実践ですら「復調」という授業形態は免れていないのであるから，ましてや「テキスト」を放  

棄する以外はもともとの形態を保持してもよいのだと考える一般の教師が多数いたであろうこと  

や，むしろ「復涌」形式が強化されたことも想像に難くはあるまい。  

5 レシテーションの拡大解釈と新しい教授方法の模索  

D．マクマリーによると，レシテーションの概念を拡張しようという理論的傾向が1870年代，  

80年代にはあったという。  

著述家の中には，レシテーションの意味と機能とを拡張したいと願うものもいた。彼らは，   

記憶した事に関して子どもをテストすることが授業時間の唯一の対象ではないと主張した。  

レシテーションの機能は，教師に情報を求め，誤りの訂正を促す機会を与えたり，観察や知   

覚活動において子どもに知的訓練（mentaltraining）を施したり，表現力や自立性を養った  

り，興味を引き起こしたり探究心をかりたてたり，そして注意力を高めたりすることでも  

あった28。   

ここから，オスウィーゴ運動を経験した教育界では，レシテーションそのものを抜本的に捉え  

なおそうという動きあったことがみてとれる。そのような中で輸入・受容されたのがヘルパルト  

主義の理論であった。  
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アメリカにおいて，ヘルパルト主義の教授理論が紹介されたのは，まずは「5段階教授法」か  

らであった。それは，上述のように1880年代のアメリカの教育に関する関心のあり方と関係して  

いる。ランデルズ（Randels，G．B．）は次のように述べている。  

論理的にいうと， ヘルパルト主義のシステムにおいては，教授法の扱いは他の話題〔中心  

統合法・統覚作用・開化史段階説をさす〕の後にくるものである。しかし，アメリカにおい  

ては形式段階論が体系的な取り扱いの第1番目となったのである。教授方法が数世代に渡っ  

て教育学の中で中心的な地位を占めていたという経緯もあって，アメリカの教師たちは，教  

授方法に関してはよく準備されていたのである。教育系の雑誌なども方法論の提案や議論に  

かなりの部分を割いていた29。   

ランデルズの洞察からもわかるように，もともとドイツにおいては，というより，ヘルパルト  

主義の教授理論全体の構造からいえば，まず心理学レベルで「興味論」や「統覚作用論」があり，  

それに基づいたカリキュラム論レベルでの「中JL、統合法」や「開化史段階説」の議論があって，  

そしてようやく教授方法が演繹的に導かれてくるはずである。しかし，すでにオスウィーゴから  

全米に普及していた，ペスタロッチ主義に基づく「オブジェクト・レッスン」があったり，また  

一方で能力心理学に依拠したページの『教授の理論と実践』が広く永く読まれていたことからも，  

教授方法への関心の方が先行していたことがわかるだろう。   

このことは同時に，そのような新しい教授方法を適用させていくそもそもの枠組みである授業  

形態は一斉教授による「レシテーション」であるということが一般的に了解されていたことも意  

味する。例えば，C．マクマリーが5段階教授法を初めて紹介した1890年の著作は『レシテーショ  

ンの実施方法（助ひわCo乃血c‖ゐe月ec加ゎ0乃）』であるし，マクマリー兄弟による1897年の『レ  

シテー ションの方法（Tんβ肋〃10dげ娩β月βC血〟0乃）』もあるが，いずれも，「復涌」という意味  

でレシテーションは用いられているのではなく，一般的に用いられていた「授業（instruction）」  

と同義で用いられている。ここでいう「レシテーション」はもはや「復涌」のみを意味する，か  

っての教授方法の一側面をさす言葉ではなく，ひろく一般的に漠然と学校の教室で行われている  

「授業」をさすようになっていったのである。後にF．マクマリーは，ヘルパルト主義の展開の中  

で授業形態の転換の可能性が生まれたといえる，次のような叙述を残している。  

実践上，記憶作業が学習の大部分を占めている。レシテーションという名前がまさにこの  

事実を示している。…レシテーションの時間という名前のかわりとして，思考の時間（thi－   

nkingperiods）という名はラディカルな変化を提起するものである30。   

このように，1909年の段階で，「レシテーション」が相対的な概念であるとして改めて自覚され  

たことからもわかるように，ヘルパルト主義が受容された1890年前後は相対化されにくいはど  

に一般化していたことがうかがえる。   

このように，19世紀後半を通じて，モニトリアル・システムの「復詞」からスタートしたレシ  

テーションは言葉としては一般に「授業」を意味するタームにまで拡張され流布し，あらゆる教  

授方法を形式として規定し支えるものとなったのである。  
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お わ り に  

以上のように，モニトリアル・システム以来，全米に広まったレシテーションという教授方法  

は，「復言削という原義を内包しつつ，一般に「授業」を意味するタームにまで昇華し，固定化し  

ていったのである。もちろん19世紀後半は，理論史上，思想史上は，助教法（モニトリアル・シ  

ステム），ページの教授方法，オスウィーゴ運動，そしてヘルパルト主義運動と変化していくが，  

どの時代にも，「復言臥さながらのレシテーションが新教育運動に対略するものとして併存し，克  

服の対象に据えられてはいながら，部分的改良にとどまったために，かえってレシテーション●  

システムを概念拡張させながら，強化させていく構造に帰してしまったことがわかる。   

また，先行研究におけるこれらの教授理論に関するムーヴメントの叙述のされ方は，単に時系  

列にそって相互無関係に編年的に並べられるもの31から，ある程度の影響関係を指摘するもの32ま  

でさまざまである。これら先行研究の叙述の仕方によって，前者を「偶発的叙述」とよび，後者  

を「連続的叙述」とよぶことにする。本稿で示したように「レシテーション」概念の普及と定着  

によって，これほどまで教授方法や授業形態に対する規定性が根強いことに鑑みると，「偶発的叙  

述」はもちろんのこと，ムーヴメント相互の影響関係を述べる「連続的叙述」も，やはり不充分  

であるといえる。19世紀後半におけるアメリカにおいて，公立の初等学校や師範学校の付属学校  

の教室で，何がどのように教えられたのかをそれまで実際に行われていた授業実践（これがレシ  

テーション概念に裏打ちされた「授業」である）との関係で叙述する必要性，すなわち，教育実  

践史による叙述が必要になるのである。  

「授業」という概念にまで一般化したレシテーションに対し，もはや教授方法の改善のみでは打  

開できないことを悟り，授業形態そのものの転換の必要性を感じ，20世紀にドラスティックな改  

革を進めたのが，ヘルパルト主義者たちなのであるが，その過程の明確化は今後の課題に残した  

い。  
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